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脇坂 悟さん
わきざか  さとる

渋谷消防署 警防課救急係 消防士長 石川直弥さん
いしかわ なお や

渋谷消防署 警防課地域防災係 消防司令補

人が多く行き交う街、渋谷での防火・防災。

ーーーー皆さんの日頃の職務について教えてください。
脇坂：警防課救急係では、災害や救急の際に区民の安全を守るため、日々

訓練を重ねています。特に渋谷区は繁華街があり多くの人が訪れる
ので、安全・迅速に活動することに力を入れています。また、ハロ
ウィーンや年末年始など特に人が多く集まる時期は、救急要請がか
かったときに迅速な対応ができるよう、現場付近に救急隊を配備し
「消防特別警戒」を実施しています。

石川：私は地域防災業務を担当しています。その名のとおり、地域の防災訓練
を指導したり、様々な行事で広報活動を行なったりするなど、区民と多
くの関わりを持つ業務を担当しています。災害に強い街づくりを目指し
て、地域の皆さんとともに、防火・防災意識を高める活動をしています。

波川：私が所属する予防課では、火災やその被害拡大を未然に防ぐための
予防業務を行なっています。具体的には、建築や消防用設備を設置
する際の指導や維持管理状態の検査などです。また、オフィスや商
業施設などの事業所の皆さんには、防火管理を自主的に行うための
指導をさせていただいています。

ーーーー多くの人が行き交う街、渋谷では、救急要請が特に多い日もあるのでは？
脇坂：そうですね。その際には、救急車が現場に到着するまで時間がかかって

しまう可能性もあるため、ポンプ隊（Pumper）と救急隊（Ambulance)
が連携して救急対応をする「PA連携」という動きを取り、素早く､確
実に救出・救護処置を行う対策をしています。

一人一人、徹底した感染予防を。

ーーーー新型コロナウイルスの感染拡大について、渋谷消防署ではどのよう
な対応をしていますか？

脇坂：すべての救急活動で、ゴーグルとN95マスクを着用しています。日
頃から資器材すべての消毒を実施していますが、感染が疑われる人
を搬送した場合には高濃度オゾン生成装置を使用し、救急車内の消
毒をより強化しています。また、感染が確認された人を搬送する場

合には「感染症患者移送専用車両」で搬送しています。

ーーーー救急活動の状況はいかがですか？
脇坂：新型コロナウイルス感染拡大の影響により、搬送する医療機関がなかな

か決まらず、時間がかかってしまう傾向にあります。区民の皆さんに3
密（密閉、密集、密接）を避け、こまめな手洗いや咳エチケットなどの
感染予防を徹底していただくことが、救急搬送を必要とする人へのより
迅速な対応につながりますので、ぜひご協力いただければと思います。

ーーーー手洗いがすぐにできない場面では、消毒用アルコールの使用も効果的
でしょうか。

波川：そうですね。ただし、火の近くでの取り扱いは非常に危険です。消
毒用アルコールに不用意に火を近づけると、引火し、やけどをして
しまいます。また、火災の原因で一番多いのはたばこです。手に消
毒用アルコールがついた状態のまま火を近づけないでください。寝
たばこや火の消し忘れにも注意が必要です。吸いがらは水をかける
などして、完全に火が消えたことを確認してから捨ててください。

ーーーー飲食店や商業施設の火災予防も、今は直接指導できない状況でしょ
うか。

波川：はい。建物の関係者の方に立会いをお願いできないため、検査を見合
わせています。直接お会いして「ここが危険です」とお伝えすること
ができないので、火災の危険を心配しています。営業の再開に向けて
厨房を清掃したり、避難通路に物が置かれていないか点検し、火災予
防と放火されない環境づくりをお願いします。また、消火器の使い方
を確認したり、帰宅時に階段を使って降りて避難訓練をするなど、個
人でもできることに取り組んでいただきたいです。

命を守るために、家庭でできること。

ーーーー救急の際に、私たちはまずどこに連絡をしたらいいのでしょうか？
脇坂：病院に行くべきか、救急車を呼ぶべきかわからない場合、また診察

可能な医療機関の情報が知りたい場合には「#7119」にお電話いた

だければ、看護師などによる相談医療チームが24時間体制で対応し
ます。緊急性が高いと思ったときは、ためらわずに「119」に電話
して救急車を呼んでください。

ーーーー家庭で過ごす時間が増えている今、住環境ではどのような点を見直す
べきでしょうか？

波川：特にお子さんがいるご家庭では、電子レンジやお湯の取り扱いにつ
いて、きちんと教えてあげる必要があります。電子レンジは火を使
わないため安全というイメージがありますが、10秒と10分を間違
えて設定してその場を離れてしまい、火災につながるというケース
があります。手軽に調理できるカップ麺なども、やけどの原因とな
りますので、十分注意してください。

石川：これから台風シーズンを迎えます。また、首都直下地震はいつ発生す
るかわかりません。災害時、集団で生活する避難所には感染症拡大の
可能性もあります。自宅での生活が継続できる状況であれば、在宅避
難をおすすめしています。自宅で過ごす時間が多くなっているこの機
会に、室内のレイアウトや家具の配置を見直して、食料や水を備蓄す
るなど、自宅の備えを強化していただければと思います。

ーーーー近年では、都心でも台風で大きな被害が発生することが増えている
印象です。

石川：そうですね。東京都では風水害に関して必要な知識を習得しながら､
適切な避難行動を事前に整理・計画できる「東京マイ・タイムライン｣を
各家庭に配布しています。ネットでもダウンロードが可能です。いざ
というときに慌てないためにも、個人やご家族でこのようなツールを
使って緊急時の動きを確認してみてください。

ーーーー小中学生に向けた防災敎育や防災訓練は、どのように取り組まれ
ていますか？

石川：いま特に力を入れているのが、児童に対する防災教育です。渋谷区
は平成29年9月から公立の小中学校へ通う児童生徒に対し、一人1
台のタブレット端末を貸与しています。渋谷消防署ではそれを活用
して今年の4月から教材の配信を始めました。防災に関するクイズや

動画など、子どもたちが飽きずに集中できるコンテンツを用意して
います。例えば、「おうちで防災訓練」をテーマに、自宅や通学路で
災害が発生した際の対応を学習できるなど、学校で行う防災訓練と
は違い、ご家族で防災について考え、話し合うことができる点がメ
リットだと感じています。

ーーーー子どもたちからの反応はいかがですか？
石川：配信にあわせてアンケートを回収したのですが、「とても楽しかっ

た」「またやりたい」などの声が集まっています。保護者や学校側か
らも継続を希望する意見が寄せられているので、近い段階で区内の
小中学校に一斉配信できるように取り組んでいます。

ーーーー最後に、区民の皆さんへのメッセージをお願いします。
脇坂：大切な命を救うためには応急手当が重要となります。東京消防庁の

HPでは、止血処置や心配蘇生のやり方などの応急手当が学べる「電
子学習室」を開設していますので、皆さんぜひチャレンジしてくださ
い。また、気温と湿度が高くなると、食中毒と熱中症に注意が必要
です。早めにこまめな水分補給を心掛けてください。

石川：事態が終息し、防災訓練が再開した際には「VR防災体験車」を体験して
みてください。ゴーグルを着用して立体映像を見ながら、風・熱など
の演出により、地震、火災、風水害の災害を車内でリアルに感じるこ
とができます。訓練用の車両がありますので、地域で活用し、防災意
識を高めていただきたいと思います。

波川：多くの人が訪れるにぎやかな渋谷の街が戻ってくることを願って
います。1日も早い終息のために私たち渋谷消防署員も一丸と
なって、全力で活動に取り組んでまいります。

大切な命を守るため、
応急手当を
学びましょう。

自宅で生活ができる
状況であれば
在宅避難が
おすすめです。

渋谷区の番組を放送中です

月～木 11：00／16：00／21：50
（10分間）ラジオ しぶや区ニュース

「しぶや区ニュース」の情報を発信します。
火 11：15

（45分間）渋谷の星

渋谷区で活躍する人たちが登場します。
火 16：20

（30分間）渋谷のくらし

地域の催しなどの様子を伝えます。
金 11：00／17：00／19：50

（10分間）ラジオ しぶや区ニュース（区長の部屋ほか）

長谷部区長が出演します（ラジオしぶや区ニュースの内容になる場合あり）。

渋谷消防署の皆さんに、街の安全・安心を守るための日々の活動と、 一人一人が身を守るために取り組むべき備えや注意点について、お話を伺いました。渋谷のラジオで出張インタビュー
渋谷のラジオで出張インタビュー

今こそ取り組もう。もしものときに慌てないための防災対策。
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問 FAX問 広報コミュニケーション課広報係（☎3463 -1287  　 5458-4920）FAX

波川美也子さん
なみかわ み    や    こ

渋谷消防署 予防課防火管理係 消防司令補

だければ、看護師などによる相談医療チームが24時間体制で対応し
ます。緊急性が高いと思ったときは、ためらわずに「119」に電話
して救急車を呼んでください。

ーーーー家庭で過ごす時間が増えている今、住環境ではどのような点を見直す
べきでしょうか？

波川：特にお子さんがいるご家庭では、電子レンジやお湯の取り扱いにつ
いて、きちんと教えてあげる必要があります。電子レンジは火を使
わないため安全というイメージがありますが、10秒と10分を間違
えて設定してその場を離れてしまい、火災につながるというケース
があります。手軽に調理できるカップ麺なども、やけどの原因とな
りますので、十分注意してください。

石川：これから台風シーズンを迎えます。また、首都直下地震はいつ発生す
るかわかりません。災害時、集団で生活する避難所には感染症拡大の
可能性もあります。自宅での生活が継続できる状況であれば、在宅避
難をおすすめしています。自宅で過ごす時間が多くなっているこの機
会に、室内のレイアウトや家具の配置を見直して、食料や水を備蓄す
るなど、自宅の備えを強化していただければと思います。

ーーーー近年では、都心でも台風で大きな被害が発生することが増えている
印象です。

石川：そうですね。東京都では風水害に関して必要な知識を習得しながら､
適切な避難行動を事前に整理・計画できる「東京マイ・タイムライン｣を
各家庭に配布しています。ネットでもダウンロードが可能です。いざ
というときに慌てないためにも、個人やご家族でこのようなツールを
使って緊急時の動きを確認してみてください。

ーーーー小中学生に向けた防災敎育や防災訓練は、どのように取り組まれ
ていますか？

石川：いま特に力を入れているのが、児童に対する防災教育です。渋谷区
は平成29年9月から公立の小中学校へ通う児童生徒に対し、一人1
台のタブレット端末を貸与しています。渋谷消防署ではそれを活用
して今年の4月から教材の配信を始めました。防災に関するクイズや

動画など、子どもたちが飽きずに集中できるコンテンツを用意して
います。例えば、「おうちで防災訓練」をテーマに、自宅や通学路で
災害が発生した際の対応を学習できるなど、学校で行う防災訓練と
は違い、ご家族で防災について考え、話し合うことができる点がメ
リットだと感じています。

ーーーー子どもたちからの反応はいかがですか？
石川：配信にあわせてアンケートを回収したのですが、「とても楽しかっ

た」「またやりたい」などの声が集まっています。保護者や学校側か
らも継続を希望する意見が寄せられているので、近い段階で区内の
小中学校に一斉配信できるように取り組んでいます。

ーーーー最後に、区民の皆さんへのメッセージをお願いします。
脇坂：大切な命を救うためには応急手当が重要となります。東京消防庁の

HPでは、止血処置や心配蘇生のやり方などの応急手当が学べる「電
子学習室」を開設していますので、皆さんぜひチャレンジしてくださ
い。また、気温と湿度が高くなると、食中毒と熱中症に注意が必要
です。早めにこまめな水分補給を心掛けてください。

石川：事態が終息し、防災訓練が再開した際には「VR防災体験車」を体験して
みてください。ゴーグルを着用して立体映像を見ながら、風・熱など
の演出により、地震、火災、風水害の災害を車内でリアルに感じるこ
とができます。訓練用の車両がありますので、地域で活用し、防災意
識を高めていただきたいと思います。

波川：多くの人が訪れるにぎやかな渋谷の街が戻ってくることを願って
います。1日も早い終息のために私たち渋谷消防署員も一丸と
なって、全力で活動に取り組んでまいります。

火災予防に十分
注意してください。

渋谷消防署の皆さんのインタビューは6月2・9日に｢渋谷の星」で放送します。

とは？
「しぶや区ニュース」では毎号、「渋谷のラジオ」と連動したページを掲載。「しぶや区ニュース」と
「渋谷のラジオ」が連携して、人と人のつながりが広がる紙面を届けています。

周波数：
87.6MHz FM

所在地｜渋谷3-22-11 サンクスプライムビル1階　 TEL｜6712-6876　 
FAX｜5778-9620　 E-MAIL｜info@shiburadi.com　HP｜shiburadi.com/

☆公式アプリでも聴取可能

、 一人一人が身を守るために取り組むべき備えや注意点について、お話を伺いました。

もしものときに慌てないための防災対策。
3 令和2年（2020年）6月1日

▲ 感染症患者移送専用車両と感染防護衣の職員

危険物安全週間
令和2年6月7日（日）～令和2年6月13日（土）

危険物　しっかりまもろう　使い方 作者　金子　真優さん


